


【背景・目的】
雲仙・普賢岳噴火災害の被災地では、災害を知らない世代が増える中、災害の記憶を語り継いでいくが課題となっている。
多発する自然災害から身を守るには、日頃から自然に興味・関心を高め、科学的に調べたり、いざという時に自ら判断・行動できる力が必要である。
そこで、島原半島の将来の地域防災を担う若者を育成し、地域の防災力を高めることを目的として開催した。

過去の講座の様子．専門家から火山・防災・ジオパークについての講義を受けている．

火山ジュニアマイスタースクールについて



火山やジオパークについての教室に参加することで

「火山ジュニアマイスター」に認定！

4/27

（日）

7/27

（日）

第1回「雲仙火山をめぐる調査隊」

第2回「なりきりガイド体験」

第3回「いざ、ガイド 」

第4回「サイクリングジオツアー」

第5回「マイスター認定チャレンジ 」6/22

（日）

10/19

（日）

11/23

（日）

スケジュール

火山災害や火山の魅力、人との関わりを探ろう

学んだことを発表するスキルを学ぼう

発表しまとめて自由研究にしよう

海を見ながら自転車旅に出かけよう

これまで学んだことをPRしよう

実施計画

対象：小学４～６年と中学生



従来の受け身で
聞くだけでなく
自分で発信する
力を育てる

地域の魅力を
伝える教材を

作る

学び終えた後
語り部活動を
続けられる
しくみを作る

チャレンジしたこと

１ ２ ３



第1回「雲仙火山をめぐる調査隊」

第2回「なりきりガイド体験」

第3回「いざ、ガイド 」

講座の目的と流れ

目的と流れ 育成のねらい

成果

行動

知識／スキル

島原防災塾で参加する親子に発表

発表のスキルの養成

噴火災害や火山の成り立ちを探る
火山の魅力や人との関わり

を学ぶ

学んだ知識やスキルで
分かりやすく伝える

災害を知らない若い世代へ
災害伝承・防災教育

第4回「サイクリングジオツアー」
自転車旅で大地と人の関係を学ぶ

第5回「マイスター認定チャレンジ 」
地域を超えた交流と発表

新しい発見に喜びを感じ
主体性を育む

次世代語り部として
自信と誇りを育む成果

地域探求



第1回「雲仙火山をめぐる調査隊」（4/27）

これまで自然にあまり興味はなかった
けど楽しい！もっと深く知りたい！と
思った。



第2回「なりきりガイド体験」（6/22）

まわりに人がいるとうまく説明できな
かったけど、何とかメモをみながら声
を出せたのは良かったかなと思った。



第3回「いざ、ガイド 」（7/27）

発表本番

ガイドは緊張したけど少しずつ慣れて
自分に自信がつきました



自分が説明するときに聞き手側の反応
することも大切だと感じました。



第４回「サイクリングジオツアー」（10/19）



新しい発見があり、いつも見ていた風
景が違ったように見れた。地震で作ら
れた原城を上手に利用した昔の人の知
恵はすごいと感じた。





第5回「マイスター認定チャレンジ」（11/23）

伊豆半島にもジオパークや近くに活火
山があることを知れて良かった。私た
ちの活動に興味を持ってくれてとても
嬉しかった。



原城を観光する方に手に取って
もらおうと思います。

学んだことをカードに
まとめました！

［雲仙岳火山モンスター］
災害モンスター研究所さま提供



本年、8名を火山ジュニアマイスターに認定！



チャレンジへの評価（１）

従来の受け身で聞くだけでなく自分で発信する力を育てる

参加者の発表態度・能力は、活動を通じて大きく変化しました。
【当初の様子】
メモを見ながら、うつむき加減で話す。
自信なさそうな話し方。声は小さく、早いペース。
【変化後の様子】
相手に伝わる立ち位置やフリップの見せ方、話すペースを自分で工夫する。
相手に目を配りながら、堂々と話す。
調べた内容を自分の言葉で練り直した原稿を用意する。



教えられる側から教える側へ

～地域での災害伝承の波及効果～

⇒火山ジュニアが学びのリーダーとなり、地域防災講座の受け手の子どもたちは火山や防災を身近なテーマとして、自由研究に繋げられた。

島原市内小学6年生参加者



島原市内小学4年生参加者

この発表では「森の力だけで再生した場
所（焼山）」と「噴火後に人の手で育て
られた場所（垂木台地）」を比較して、
森の再生のちがいを研究しました！

自由研究の一例



チャレンジへの総合評価（２）

地域の魅力を伝える教材をつくる

地域学習テキストと観光カードを作成し、地元へ発信することに繋げられた

【教材作成】 地域の散策テキストを作成。総合学習でも使いやすい
工夫を凝らし、地元小学校へ提供。

【情報発信】 子どもたちの視点で選んだ「おすすめスポット」を
観光カード化した。

【地域貢献】 完成したカードを観光施設に配布し、地域の魅力発信
に繋げられた。



チャレンジへの総合評価（３）

学び終えた後、語り部の活動を続けられるしくみを作る

関係団体と連携して火山ジュニアマイスターの継続的な関わりを設定できた

【環境整備】地域の魅力を発信したいという子どもたちの想いを、
ジオパークガイドが温かく受け入れ、一緒に活動
できる場を整えてくれることになった



⇒ジオパークこどもガイドとして今後の活躍が期待される

今後の予定




